
高齢者保健福祉計画・第6期介護保険事業計画  全体の方向性（案）  

方向性 
 2025（平成37）年を将来像とし、中長期的な視点に立った、最初の「地域包括ケア計画」
であり、第５期の基本理念・将来像・基本目標を継承しつつ、地域包括ケアの実現をめざす。 

基本 
理念 だれもが人として尊重され ともに支え合う地域社会をめざす 

将来像 
(2025年) 

心身ともに健やかに 
いきいきとくらせるまち 

だれもが互いに支え合い 
生涯安心してくらせるまち 

基本 
目標 

1.社会参加といきがいづくりを支援します 

3.いつまでも地域の中でくらせる自立と 
 安心のためのサービスを充実します 

2.健康づくり・介護予防をすすめます 
4.尊厳あるくらしを支援します 

5.支え合いのしくみづくりをすすめます 

重点的 
取組みの 
方向性 

「在宅療養」に関する項目 
※「医療・介護連携」「看取り」を含む 

「認知症高齢者支援」 
に関する項目 

高齢者を総合的に支える 
しくみや活動の促進等の 
「地域資源」に関する項目 

資料 ３ 


